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人
力
車
受
容
期
の
史
料

明
治
改
元
か
ら
わ
ず
か
数
年
後
、

東
京
や
大
阪
と
い
っ
た
大
都
市
で
は

人
力
車
が
走
り
始
め
ま
し
た
。
人
力

車
は
東
西
南
北
、
縦
横
に
走
り
な
が

ら
、
実
は
、
地
域
の
姿
を
変
え
て

い
っ
た
の
で
す
。
走
っ
て
、
走
っ
て
、

走
り
回
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
文
明
開
化

の
け
ん
引
役
と
な
っ
て
い
た
の
で

す
。
こ
れ
こ
そ
が
、
人
力
車
を
「
文

明
開
化
」
の
象
徴
と
す
る
本
当
の
理

由
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
在
郷
町
池
田
や
そ
の
周
辺
で

も
、
同
じ
こ
と
で
し
た
。

現
在
の
池
田
市
域
で
は
、
明
治
６

（
１
８
７
３
）年
９
月
、
豊
島
郡
第
二

区
長
が
、
大
阪
府
参
事
渡
辺
弘
か
ら

の
通
達
を
受
け
て
、
麻
田
会
議
所
の

詰
合
中
に
人
力
車
小
旗
を
紛
失
し

た
と
き
の
対
処
法
を
指
示
し
た
文
書

が
残
っ
て
い
ま
す
。
明
治
６
年
に
は

池
田
市
域
で
も
人
力
車
を
営
業
す
る

者
が
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
（
岸

上
家
文
書
）。

次
に
、
明
治
10

～
11
年
に
は
、
豊

島
郡
第
二
区
内

で
井
口
堂
村
の

５
人
、
石
橋
村
の

１
人
、
東
市
場

村
の
２
人
、
野
村

の
１
人
、
中
ノ
島

村
の
２
人
、
今
在
家
村
の
２
人
、
そ

れ
と
現
在
は
豊
中
市
域
で
す
が
、
南

刀
根
山
村
の
５
人
、
北
刀
根
山
村
の

１
人
、
柴
原
村
の
１
人
、
少
路
村
の

１
人
の
名
前
と
、
２
人
乗
り
か
１
人

乗
り
か
の
区
別
、
開
業
・
止
業
の
日

付
、
譲
り
渡
し
と
譲
り
受
け
の
記
録

を
書
き
上
げ
た
つ
づ
り
が
残
さ
れ
て

い
ま
す（
同
上
）。
池
田
村
な
ど
第
一

区
の
記
録
が
な
い
の
が
残
念
で
す

が
、
人
力
車
を
営
業
す
る
者
が
能
勢

街
道
や
西
国
街
道
沿
い
の
村
々
を
中

心
に
出
て
き
て
い
た
こ
と
だ
け
は
確

か
で
す
。
一
部
は
自
家
用
だ
っ
た
と

し
て
も
、
ま
ず
は
営
業
用
と
考
え
る

べ
き
で
し
ょ
う
。

人
力
車
の
普
及
を

支
え
た
も
の

明
治
10
年
以
後
に
は
、
人
力
車
の

利
用
に
関
す
る
記
録
も
い
ろ
い
ろ
と

見
つ
か
っ
て
き
ま
す
。

ま
ず
、
特
別
な
例
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
水
不
足
が
続
く
中
、
明
治
10

年
７
月
26
日
、
千
里
川
の
用
水
を

巡
っ
て
現
在
の
豊
中
市
に
属
す
る
新

免
村
と
麻
田
村
と
の
間
に
流
血
の
争

い
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
麻
田

村
の
前
戸
長
が
刀
根
山
村
か
ら
人

力
車
を
雇
っ
て
池
田
警
察
署
に
急

報
し
て
い
ま
す
（
小
田『
明
治
の
新

聞
に
み
る
北
摂
の
歴
史
』）。
刀
根
山

に
人
力
車
が
あ
っ
た
こ
と
は
先
ほ
ど

確
認
し
た
ば
か
り
で
す
。
人
力
車
は

速
く
移
動
で
き
る
乗
り
物
と
し
て
急

を
知
ら
せ
る
、
す
な
わ
ち
情
報
伝
達

手
段
の
変
革
を
担
っ
た
の
で
す
。

次
に
、
物
見
遊
山
の
様
子
と
人
力

車
の
関
係
を
見
て
み
ま
す
。

『
大
阪
日
報
』の
記
者
が
明
治
11

年
晩
秋
の
一
日
箕
面
へ
紅
葉
見
物

に
行
き
ま
し
た
。
彼
は
、
開
通
し
て

２
年
目
を
迎
え
た
官
有
鉄
道
で
梅
田

か
ら
茨
木
ま
で
行
き
、
茨
木
か
ら
は

駅
に
待
機
す
る
人
力
車
を
雇
っ
て
箕

面
の
料
亭
ま
で
運
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。「
車
夫
の
利
貪
は
至
る
所
に
同

じ
、
然
れ
ど
も
、
道
狭
く
し
て
悪
し

く
、
且
つ
不
案
内
な
る
を
以
て
や
む

を
得
ず
車
行
す
」と
書
い
て
い
ま
す
。

人
力
車
夫
は
貪
欲
な
者
が
多
い
と
し

て
い
ま
す
が
、
人
力
車
は
旅
を
助
け

た
乗
り
物
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
ま

す
。
こ
の
記
者
は
、
帰
途
は
箕
面
か

ら
大
阪
ま
で
こ
れ
ま
た
人
力
車
を
雇

い
、
観か

ん

楓ぷ
う

の
余
韻
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
人
力
車
は
都
会
人
に
休
日
小

旅
行
の
楽
し
み
を
与
え
ま
し
た
。

有
馬
温
泉
も
事
情
は
同
じ
こ
と
で

し
た
。
明
治
10
年
８
月
７
日
付
の

『
大
阪
日
報
』記
事
に
は
、
大
阪
か
ら

九
里（
36
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）に
し
て
人

力
車
も
通
行
す
る
と
書
い
て
い
ま

す
。
相
当
な
距
離
で
す
。

明
治
20
年
ご
ろ
に
な
る
と
宝
塚
温

泉
も
開
け
、
こ
こ
で
も
人
力
車
が
活

躍
し
ま
す
。
西
宮
か
ら
１
人
乗
り
15

銭
、
神
崎（
現
在
の
JR
尼
崎
駅
辺
り
）

か
ら
同
じ
く
16
銭
の
規
定
で
、
帳
場

も
で
き
ま
し
た
。

明
治
10
年
代
後
半
に
な
る
と
、
自

由
民
権
運
動
な
ど
で
村
と
村
、
都
市

と
村
と
の
弁
士
同
士
あ
る
い
は
弁
士

と
地
方
の
活
動
家
と
の
交
流
が
広
が

り
ま
す
。
池
田
で
も
政
治
の
あ
る
べ

き
姿
を
求
め
る
有
力
者
の
活
動
が
新

聞
に
よ
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

力
車
は
人
と
人
、
地
域
と
地
域
を
広

く
結
び
つ
け
、
新
し
い
人
間
関
係
を

生
み
出
し
て
行
っ
た
の
で
す
。

人
力
車
の
史
料
を

人
力
車
は
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し

と
意
識
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す

手
段
と
な
っ
た
の
で
す
。
史
料
を
調

査
し
、
こ
の
こ
と
を
、
も
っ
と
広
く
、

も
っ
と
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

（
市
史
編
纂
委
員
会
委
員
長
・
小
田
康
徳
）
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人力車がけん引した明治北摂の文明開化

呉服橋たもとに描かれた人力車
（歴史民俗資料館所蔵）


